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1 総論 

1.1 策定の目的 

近年、全国的に下水道計画で設定した目標降雨を超える豪雨や都市化に伴う雨水流出量

増大により、浸水被害が発生しています。地球温暖化に伴う気候変動や市街地における土

地利用の高度化によって、都市型水害の危険性が高まるとともに浸水時の被害についても

甚大化しています。このような状況から、内水対策に関する社会的需要が高まっており、

財政的な負担を抑えつつ、迅速かつ効果的に浸水対策を進める必要があります。

一方、国では近年の気候変動や全国各地で水害が頻発し、激甚化する状況を受け、水防

法及び下水道法の改正が行われ、ソフト・ハードの両面から対策を強化するようになりま

した。特に、「再度災害防止」に加え、「事前防災・減災」、「選択と集中」等の観点から、

浸水リスクを評価し、雨水整備優先度の高い地域を中心とした事業運営を行えるように

「雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）」が示されました。

以上のことから、町田市においてこれまで取り組んできた浸水対策を踏まえつつ、国の

方針との整合を図った「町田市雨水管理総合計画」（雨水管理方針）を策定しました。

図 1-1 浸水対策実施区域のイメージ 

出典：「雨水管理総合計画策定ガイドライン」（案）国土交通省 

効果的な浸水対策が行えず 

雨水整備がなかなか進まない 

「事前防災・減災」「選択と集中」の

観点から優先度を決定し、効果的・

効率的な浸水対策を推進 

※分数は計画降雨（整備目標）を示す。 

例）1/5・・5 年に 1回程度発生する規模の降雨（5 年確率降雨）
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1.2 計画の位置付け 

町田市雨水管理総合計画は「まちだ未来づくりビジョン 2040」や「まちだ都市づくりの

マスタープラン」などの上位計画や関連計画との整合を図り、図 1-2のとおり位置付けま

す。

図 1-2 町田市雨水管理総合計画の位置付け 

1.3 計画期間 

 計画期間は 2049 年度までとし、雨水対策事業としての施設整備及び運営管理に関する目

標を設定します。社会資本や河川、既存ストック等の整備状況等を踏まえ、短期・中期・長

期に分割し、事業を進めます。

 事業予定は表 1-1 に示すとおりです。

表 1-1 浸水対策事業予定（設計・工事） 

期間

計画期間 2025（R7）年度から 2049（R31）年度 

短期 2025（R7）年度から 2029（R11）年度 

中期 2030（R12）年度から 2034（R16）年度 

長期 2035（R17）年度以降 
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1.4 策定フロー 

 町田市雨水管理総合計画は、図 1-3 に示す検討フローにより策定します。 

 

 
図 1-3 町田市雨水管理総合計画の検討フロー 
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2 基礎調査 

2.1 地形・地勢の状況 

 町田市は、中心市街地周辺の相模原台地を除いた、ほぼ全域が関東山地から南東に向かっ

て三浦半島へと続く多摩丘陵に属しており、西側から段階的に丘陵地、台地、低地へと連な

る変化に富んだ地形に恵まれています。 

市内を流れる河川は、鶴見川、境川、恩田川、真光寺川などがあり、河川沿いには自転車・

歩行者専用道路が整備され、川の流れを楽しみながら散策やジョギングをする人も多く、市

民の憩いの空間となっています。 

 標高は、境川及び鶴見川の水源付近が東京湾平均海面（以下「TP」とする）約 300m と最

も高く、恩田川流域の行政境界付近が TP 約 30mと最も低く起伏に富んだ地形であり、主と

して表面から 5～15m の深さが関東ローム層に覆われた地質となっています。 

 

図 2-1 町田市の地形分類図 

 

2.2 浸水被害の発生状況 

 2016 年度～2021 年度において浸水被害が約 40 件程度発生しており、時間最大降雨量が

30mm/h の場合においても被害が生じている状況です。近年の浸水被害発生箇所数を表 2-1

に示すとともに、主な浸水発生位置を図 2-2 に示します。 

表 2-1 近年の浸水被害発生箇所数  

床上浸水
（箇所）

床下浸水
（箇所）

道路冠水
（箇所）

被害合計
（箇所）

7 3 33 43
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図 2-2 過年度浸水発生位置図 

*令和 3年 8月 15 日 集中豪雨での浸水状況写真 



9 
 

2.3 浸水対策の現状 

2.3.1 下水道の整備 

 浸水対策事業は、放流先となる河川の改修状況を勘案しながら進めることとし、既存の下

水道管や水路、道路排水などを活用し降雨時の対応を行ってきましたが、近年の集中豪雨に

より、被害が増加しています。 

 近年では、日向台交差点北側エリア、南町田五丁目エリアなど、「町田市雨水管整備計画」

に盛り込まれている浸水被害発生エリアを中心に対策を進めています。 

 なお、町田市公共下水道事業計画では 50mm/h に対応する施設を整備しています。 

 

 

図 2-3 町田市公共下水道事業計画一般図（雨水） 
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2.3.2 防災 

 集中豪雨や台風などにより、河川水位の上昇や土砂災害の危険が高まることが予測され

る場合、防災行政無線により避難準備や避難指示の呼びかけを行っています。 

 また、町田市では緊急時における市の対応状況や防災情報のリンク先をホームページ（町

田市防災 WEB ポータル）に掲載しています。 

 町田市防災 WEB ポータルのホームページを図 2-4 に示します。 

 

 
図 2-4 町田市防災 WEB ポータルのホームページ画面 
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2.3.3 洪水・土砂災害ハザードマップ 

 町田市では 2024（令和 6）年 3月に洪水・土砂災害ハザードマップを更新し、避難の際

などに役立つ情報提供を行っています。 

 災害が発生する前に避難施設の確認や避難方法など、「避難行動判定フロー」を確認し

ておくことが重要となります。洪水・土砂災害ハザードマップを図 2-5 に示します。 

 
図 2-5 洪水・土砂災害ハザードマップ  


